
特定非営利活動法人明石障がい者
地域生活ケアネットワーク
（略称：135E ネット）

この法人は、地域に点在する社会資源を有機的に繋ぐと共に明石市等の行政機関と協同し障がい者に対して
社会参画促進や生活支援に関する事業を行い、障害のある方やその家族の方が、ひいては明石で暮らす市民
の方々が明石の地で安心して暮らせるまちづくりに寄与することを目的とする。
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明石市からの委託業務
●「障害者の理解促進及び、自発的活動支援」事業
ハッピーバザール/アートシップあかし/あかしユニバーサルフットボール連盟AUF主催行事 等

●ユニバーサルの駅事業
地域交流行事/啓発講演会/研修会 等

●各種委託作業

市役所内軽作業/明石駅周辺の清掃・緑化/公園・斎場等の花壇管理/清掃 等

時のわらし
・ネット事務局

研修会
講演会

定例交流会

明石ブロック

西明石ブロック

大久保ブロック

魚住・二見ブロック

定例交流会

やさしいB-1グランプリつくり隊

時のわらし作業風景

バザー

講演会

明石障がい者地域生活ケアネットワークを通した
社会的支援システムの充実を目指して

NPO法人明石障がい者地域生活ケアネットワーク
活動組織編制

明石障がい者地域生活ネットワークの定例会では各地域ブロ
ックに分かれて交流を重ね、情報交換や啓発を目的としたイ
ベントを実施するとともに各地域における課題解決に取り組
んでいます。

・明石ブロック

・西明石ブロック

・大久保ブロック

・魚住・二見ブロック

事業実施の方針
①福祉就労支援の充実

②会員事業所との情報交換及び連携の強化

③災害時における支援策研修及び地域との連携方策の研究

④就労継続B型事業所「時のわらし」の充実

⑤運営体制の充実とネット活動の PR

※毎年、明石市市長へ障害のある方の生活向上のために要

　望書を提出しています。

T.F. @studio potti


